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1 月 16 日（金）瑞穂小学校の児童 13 名とデ
イサービスの交流がありました。 児童による進
行で自己紹介やダンスの発表のあと、利用者と
一緒にレクリエーションを楽しんでもらいまし
た。 

児童からは「頑張って練習したダンスを見て
もらえてよかった。」 利用者さんからは、子供の
顔を見ると元気になる。」と、お互いに楽しめた
交流会でした。 

今後もこういった交流をしながら、地域に密
着した活動を続けていきたいと思います。 

児童と過ごすデイの午後 

うちわで風船送り



 

 

追
悼
安
聖
基

ア

ン

ソ

ン

ギ 

韓
国
の
大
ス
タ
ー
安
聖
基
が
、

こ
の
一
月
五
日
に
亡
く
な
っ
た
。

一
九
五
二
年

の
元
旦
生
ま

れ
だ
か
ら
、

七

四

歳

に

な
っ
た
ば
か

り
で
あ
る
。

筆
者
は
ひ
と

月
遅
れ
の
生

ま
れ
。
折
に

ふ
れ
、
安
と

自
分
の
生
き

た
時
代
を
照

ら
し
合
わ
せ

て
き
た
。 

安
は
朝
鮮
戦
争
下
、
南
の
馬 マ

山 サ

ン

ま
で
家
族
で
逃
げ
る
途
中
、

母
が
大
邱

テ

グ

で
産
気
づ
き
、
生

ま
れ
た
。 

そ
の
年
、
日
本
は
、
サ
ン
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
で
、

独
立
新
生
国
家
と
な
っ
た
。

実
体
は
、
今
に
至
る
ま
で
米

国
の
植
民
地
支
配
下
に
あ
る
。

多
く
の
国
民
は
、
「
親
米
」
で

ヘ
ラ
ヘ
ラ
と
卑
屈
な
態
度
を

と
り
、そ
の
自
覚
す
ら
失
っ
た
。 

朝
鮮
半
島
は
、
三
十
五
年
間

の
日
本
の
支
配
が
破
綻
す
る
と
、

米
ソ
の
代
理
戦
争
の
場
と
な
っ

た
。
そ
の
犠
牲
と
朝
鮮
戦
争
の

軍
需
景
気
で
、
日
本
の
経
済
成

長
は
始
ま
っ
た
。
こ
の
不
条
理

な
条
件
下
に
、
安
聖
基
の
成
長

期
は
あ
っ
た
。
筆
者
に
は
、
東

映
の
チ
ャ
ン
バ
ラ
映
画
や
東
宝

の
怪
獣
映
画
を
見
な
が
ら
、
の

ど
か
で
、
能
天
気
な
日
々
で

あ
っ
た
。 

二
十
代
ま
で
の
安
聖
基 

安
の
父
、
華 フ

ァ

榮 ヨ

ン

は
江 カ

ン

陵 ヌ

ン

の
出

身
。
ソ
ウ
ル
大
で
演
劇
を
一
緒

に
や
っ
て
金
綺
泳

キ

ム

ギ
ヨ

ン

と
と
も
に
、

俳
優
と
し
て
映
画
界
に
い
た
。

そ
の
金
監
督
の
撮
影
現
場
に
連

れ
て
来
ら
れ
た
五
歳
の
安
聖
基

は
、
即
子
役
と
し
て
採
用
さ
れ

る
。
一
九
六
八
年
ま
で
、
五
十

本
以
上
に
出
演
し
た
。 

し
か
し
、
こ
こ
か
ら
約
十
年

間
、
映
画
界
を
離
れ
る
。 

高
三
の
と
き
は
、
図
書
館
で

暮
し
て
い
る
ほ
ど
勉
強
し
た
ら

し
い
。
筆
者
と
同
じ
く
七
〇
年

に
、
韓
国
外
国
語
大
学
ベ
ト
ナ

ム
語
科
に
入
学
、
朴 パ

ク

正
煕

チ

ョ

ン

ヒ

の
軍

事
独
裁
時
代
で
あ
る
。日
本
は
、

海
も
川
も
大
気
も
大
汚
染
さ
れ

て
い
た
。
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
の

警
報
で
、
屋
内
待
機
が
何
度
も

あ
っ
た
。 

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
頃 

在
学
中
、
ベ
ト
ナ
ム
語
の
教

師
か
大
企
業
の
ベ
ト
ナ
ム
駐
在

員
の
仕
事
を
考
え
て
い
た
。
し

か
し
、
七
五
年
に
サ
イ
ゴ
ン
が

陥
落
す
る
。
米
国
は
敗
け
た
の

で
あ
る
。 

七
三
年
ま
で
に
延
べ
二
万
人

の
韓
国
兵
が
ベ
ト
ナ
ム
に
送
ら

れ
た
。
死
者
は
五
千
人
。
こ
う

し
た
米
軍
へ
の
弾
除
け「
貢
献
」

の
見
返
り
に
、
七
〇
年
代
の
韓

国
人
は
、
米
国
に
移
住
し
た
。

一
九
七
〇
年
か
ら
八
四
年
に
し

ぼ
る
と
、
約
四
十
万
人
が
米
国

に
渡
っ
た
。
ソ
ウ
ル
の
米
国
大

使
館
に
は
、
ビ
ザ
申
請
の
長
蛇

の
列
が
で
き
た
。Ｎ
Ｗ
航
空
は
、

「
移
民
者
の
運
賃
二
十
五
％
引

き
」
の
広
告
を
出
し
て
い
た
。 

朝
鮮
戦
争
か
ら
そ
の
休
戦
後

に
か
け
て
、
韓
国
か
ら
米
国
へ

の
移
民
は
一
万
五
千
人
以
上
い

た
。
七
〇
年
代
以
降
は
万
単
位

の
移
民
と
な
っ
た
。 

安
聖
基
は
、
一
九
七
七
年
に

映
画
界
に
復
帰
す
る
。
こ
の
時

代
を
描
い
た
彼
の
主
演
作
を
二

本
紹
介
す
る
。一
本
は『
デ
ィ
ー

プ
・
ブ
ル
ー
・
ナ
イ
ト
』(

八
四

年
ペ
・
チ
ャ
ン
ホ
監
督)

。
米
国
の

永
住
権(

グ
リ
ー
ン
カ
ー
ド)

を

持
つ
グ
レ
ゴ
リ
ー
・
パ
ク(

安
聖

基)

が
主
人
公
。
彼
に
大
金
を

払
っ
て
永
住
権
を
得
る
た
め
に

偽
装
結
婚
す
る
女
と
の
話
し
。

米
国
で
オ
ー
ル
ロ
ケ
し
、
大

ヒ
ッ
ト
し
た
。 

も
う
一
本
は
、『
ホ
ワ
イ
ト
・

バ
ッ
ジ
』(

九
二
年
チ
ョ
ン
・
ジ
ヨ

映画･本･歴史のこ

安聖基(アン・ソンギ 1952～2026) 

有田誠(ありたまこと)京丹波町在住の映画愛好家。 

写真は 1977 年の朴正煕第９代大統領就任時のソウル世

宗路。奥に李舜臣像、朝鮮総督府が見える(筆者撮影) 



 

 

ン
監
督)

。
韓
国
が
ベ
ト
ナ
ム
戦

争
に
加
担
し
た
こ
と
に
苦
し
む

男
を
演
じ
た
。
こ
の
作
品
の
頃
、

ユ
ニ
セ
フ
の
親
善
大
使
と
し
て
、

後
援
者
た
ち
に
、
ベ
ト
ナ
ム
の

子
ど
も
へ
の
支
援
を
要
請
す
る

手
紙
を
何
度
も
書
い
て
い
る
。 

朴 パ

ク

正
煕

チ

ョ

ン

ヒ

の
時
代 

一
九
六
一
年
五
月
、
朴
正
煕

(

一
九
一
七
～
七
九)

が
軍
事
ク
ー

デ
タ
ー
を
起
こ
す
。
軍
に
復
帰

す
る
と
い
う
約
束
を
破
り
、
二

年
後
、
大
統
領
選
挙
に
出
て
、

当
選
す
る
。
権
力
維
持
の
た
め

改
憲
を
繰
り
返
し
、
第
五
代
か

ら
九
代
ま
で
の
大
統
領
と
し
て

恐
怖
の
独
裁
政
治
を
行
っ
た
。 

満
洲
軍
官
学
校
を
最
優
秀
で

卒
業
、
日
本
名
を
高
木
正
雄
と

言
っ
た
。 

戒
厳
令
を
布
き
、
一
九
六
五

年
、
日
韓
条
約
を
締
結
す
る
。

有
償
無
償
の
五
億
ド
ル
の
経
済

援
助
を
確
保
、
こ
れ
で
ソ
ウ
ル

の
地
下
鉄
一
号
線
、
京

キ
ョ
ン

釜 ブ

高
速

道
路
、
浦 ポ

項 ハ

ン

製
鉄
所
が
建
設
さ

れ
た
。
自
民
党
政
権
と
朴
の
間

に
汚
い
金
が
行
き
交
っ
た
時
代

で
あ
る
。
ソ
ウ
ル
の
地
下
鉄
車

両
に
は
、
三
菱
の
マ
ー
ク
が
付

い
て
い
た
。 

日
韓
条
約
が
強
引
に

結
ば
れ
た
影
響
は
、
今
も

徴
用
工
の
日
本
企
業
に

対
す
る
賠
償
問
題
と
し

て
つ
づ
い
て
い
る
。 

一
九
七
二
年
宣
布
の

「
維
新
体
制
」
で
、
大
統

領
は
任
期
を
定
め
な
い

間
接
選
挙
に
す
る
。
国
会

議
員
の
三
分
の
一
を
自
分
で
指

名
、
軽
犯
罪
処
罰
法
の
適
応
範

囲
を
広
げ
、
片
っ
ぱ
し
か
ら
市

民
、
学
生
を
連
行
し
た
。 

夕
方
六
時
に
は
、愛
国
歌(

国

家)

が
流
れ
る
。
人
々
は
路
上
で

立
ち
止
ま
り
、
国
旗
に
向
か
っ

て
、
右
手
を
胸
に
当
て
、
敬
礼

を
強
制
さ
れ
た
。 

い
つ
の
時
代
で
も
国
家
を
喰

い
物
に
す
る
輩
に
限
っ
て
、
愛

国
心
を
強
要
す
る
。
す
で
に
十

八
世
紀
、
英
国
の
ジ
ョ
ン
ソ
ン

博
士
の
指
摘
し
た
通
り
で
あ
る
。 

映
画
館
で
も
上
映
前
に
全
員

起
立
、
愛
国
歌
が
流
れ
る
。
筆

者
が
『
ゴ
ッ
ド
フ
ァ
ー
ザ
ー
Ｐ

Ａ
Ｒ
Ｔ
２
』
を
映
画
館
で
見
て

い
た
ら
、
キ
ュ
ー
バ
革
命
の
部

分
が
そ
っ
く
り
カ
ッ
ト
さ
れ
て

い
た
。
逮
捕
拷
問
は
日
常
茶
飯

事
、
こ
の
朴
政
権
と
自
民
党
政

権
は
癒
着
し
、
米
国
が
支
え
た
。 

一
九
七
九
年
、
朴
は
Ｋ
Ｃ
Ｉ

Ａ
の
金
載

キ

ム

ジ

ェ

圭 ギ

ュ

部
長
に
暗
殺
さ
れ

た
。
国
務
総
理
の
崔 チ

ェ

圭 ギ

ュ

夏 ハ

が
八

か
月
、
大
統
領
を
務
め
る
が
、

全
斗
煥

チ
ョ
ン
ド
フ
ァ
ン

が
軍
事
ク
ー
デ
タ
ー
を

起
こ
し
、
一
九
八
〇
年
か
ら
八

七
年
ま
で
大
統
領
と
な
る
。

光
州

ク
ァ
ン
ジ
ュ

事
件
で
、
の
ち
に
死
刑
判

決
、特
別
赦
免
で
釈
放
さ
れ
た
。 

こ
の
長
い
軍
事
独
裁
時
代
に

材
を
取
っ
た
映
画
は
多
数
あ
る
。

五
本
だ
け
、
タ
イ
ト
ル
を
あ
げ

て
お
く
。 

『
Ｋ
Ｃ
Ｉ
Ａ
南
山
の
部
長
た

ち
』(

二
〇
二
〇) 

『
弁
護
人
』(

二
〇
一
三) 

『
タ
ク
シ
ー
運
転
手
』(

二
〇

一
七)

 『
１
９
８
７
あ
る
闘
い
の
真

実
』(

二
〇
一
七) 

『
ソ
ウ
ル
の
春
』(

二
〇
二
四) 

 

い
ず
れ
も
娯
楽
映
画
と
し
て

も
一
級
品
で
あ
る
。 

つ
い
で
に
朴 パ

ク

槿 ク

恵 ネ

の
こ
と 

 

朴
槿
恵
も
筆
者
と
同
じ
年
の

生
ま
れ
だ
が
、
安
聖
基
の
よ
う

に
は
感
情
移
入
は
で
き
な
い
。

朴
正
煕
の
娘
で
第
十
八
代
大
統

領
、
弾
劾
さ
れ
懲
役
で
四
年
間

服
役
。 

 

親
友
の
チ
ェ･

ス
ン
シ
ル
に

よ
る
国
政
干
渉
で
、
国
会
で
弾

劾
が
可
決
さ
れ
、
最
高
裁
の
決

定
に
よ
り
罷
免
さ
れ
た
。 

 

チ
ェ･

ス
ン
シ
ル
の
父
親

チ
ェ･

テ
ミ
ン
は
宗
教
団
体
の

教
祖
だ
っ
た
。
朴
正
煕
は
娘
が

そ
の
教
祖
と
親
密
な
関
係
に
あ

る
こ
と
を
心
配
し
、
生
前
、
金

載
圭
に
調
査
さ
せ
て
い
る
。
即

チ
ェ･

テ
ミ
ン
を
排
除
す
べ
き

の
報
告
を
朴
正
煕
は
き
か
な

か
っ
た
。 

 

チ
ェ･

ス
ン
シ
ル
の
件
は
日

本
で
も
報
道
さ
れ
た
が
、
新
興

宗
教
の
部
分
は
伏
せ
ら
れ
て
い

た
。
安
倍
晋
三
元
首
相
が
、
統

一
教
会
が
ら
み
で
射
殺
さ
れ
る

の
は
、そ
の
後
の
こ
と
で
あ
る
。 

 

安
聖
基
ら
何
十
人
も
の
映
画

人
が
、
朴
槿
恵
の
ブ
ラ
ッ
ク
リ

ス
ト
に
載
っ
て
い
た
。 

1961 年軍事クーデター時の朴正煕(中央) 



  

 

 

 

 

 

  

（有）あさひ堂 

（株）一谷住宅 

イン・ザ・ルーム亀岡店 

上段税理士事務所 

（株）高木設備 

たにやま鍼灸整骨院 

田端輪業 

（有）土佐寿司 

（有）西村テレビ 

みづほ電工 

理容ちどり 

 （五十音順） 

 

職員紹介（訪問ヘルパー） 
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コ
タ
ツ
に
み
か
ん
、
ス
マ
ホ
や
、

テ
レ
ビ
の
リ
モ
コ
ン
な
ど
を
揃
え

れ
ば
、
カ
タ
ツ
ム
リ
な
ら
ぬ【
コ

タ
ツ
ム
リ
】が
誕
生
し
ま
す
。
そ

の
生
態
は
と
に
か
く
ぐ
う
た
ら
、

一
度
入
っ
た
ら
、
用
を
足
す
時

ぐ
ら
い
し
か
、
そ
の
場
を
離
れ
ま

せ
ん
。
寒
け
れ
ば
寒
い
ほ
ど
、
家

族
の
分
だ
け
そ
れ
は
増
殖
し
、

時
に
は
そ
の
ま
ま
居
眠
り
を
始

め
ま
す 

▼
コ
タ
ツ
の
種
類
も
千

差
万
別
、
正
方
形
の
も
の
が
主

流
で
す
が
、
長
方
形
、
掘
り
ゴ
タ

ツ
型
、
最
近
は
一
人
用
、
足
長
タ

イ
プ
も
で
て
き
ま
し
た
。
昭
和
の

時
代
に
は
、
天
板
を
ひ
っ
く
り
返

し
、
マ
ー
ジ
ャ
ン
卓
に
切
り
替
わ

る
と
い
う
物
も
あ
り
ま
し
た
。
エ

ア
コ
ン
や
ホ
ッ
ト
カ
ー
ペ
ッ
ト
、
床

暖
房
な
ど
そ
れ
に
変
わ
る
も
の

が
出
て
き
て
、
コ
タ
ツ
が
な
い
家

も
増
え
て
き
ま
し
た
が
、
未
だ

に
コ
タ
ツ
は
冬
の
定
番
、
根
強
い

人
気
を
博
し
て
い
ま
す 

▼
そ

れ
は
日
本
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず

欧
米
で
も
徐
々
に
人
気
を
高
め

て
き
て
い
ま
す
。
日
本
に
留
学
中

の
孫
が
母
国
の
祖
母
へ
プ
レ
ゼ
ン

ト
と
し
て
、
コ
タ
ツ
を
送
っ
た
と

こ
ろ
、
祖
母
か
ら「
何
と
い
う
も

の
を
送
っ
て
く
れ
た
ん
だ
！
心

地
良
す
ぎ
て
、
動
け
な
く
な
っ
た

じ
ゃ
な
い
」と
、
嬉
し
さ
満
載
の

メ
ー
ル
が
届
い
た
と
か 

▼
日
本

に
来
て
以
来
、
そ
の
心
地
よ
さ
に

一
目
惚
れ
し
、
日
本
か
ら
わ
ざ

わ
ざ
取
り
寄
せ
た
り
、
ネ
ッ
ト
注

文
す
る
人
も
増
え
て
く
る
な
ど

日
本
発
の
冬
の
家
電
コ
タ
ツ
は

新
し
い
も
の
と
し
て
浸
透
し
始

め
て
い
ま
す
。
ネ
ッ
ト
で
は「
こ
れ

は
人
を
堕
落
さ
せ
る
発
明
品

だ
」「
自
然
と
家
族
が
集
ま
っ
て
、

団
欒
が
始
ま
る
。
身
体
だ
け
で

は
な
く
、
家
族
関
係
を
も
温
め

る
よ
ね
」と
、
す
っ
か
り
は
ま
っ

て
い
る
様
子
も
う
か
が
え
ま
す 

▼
な
お【
コ
タ
ツ
ム
リ
】に
似
た
性

質
を
持
つ
の
が【
フ
ト
ン
ゴ
モ
リ
】

で
す
。
さ
ら
に
た
ち
が
悪
く
、
全

く
そ
こ
か
ら
離
れ
ま
せ
ん
。
そ
ん

な
時
は【
布
団
引
っ
ぺ
が
し
】で

対
応
し
て
く
だ
さ
い
。
悲
鳴
に
似

た
唸
り
声
を
あ
げ
ま
す
が
、
気

に
せ
ず
布
団
を
引
き
は
が
し
ま

し
ょ
う( 

笑)

▼
ま
だ
ま
だ
寒
い

日
は
続
き
ま
す
が
、
コ
タ
ツ
で
ま

っ
た
り
と
春
の
到
来
を
待
ち
た

い
と
思
い
ま
す
。  

< 

編
集
子 > 

10月から非常勤の訪問ヘルパーとして働いています。 

日本初の女性総理、高市早苗さんと同じ名前なので憶え 

ていただければうれしいです。 

 ヘルパーとして働くのは約 30年ぶりです。皆さんと仲 

良く、楽しい時間を共に過ごせるよう、頑張っていきた 

いと思います。どうぞよろしくお願いします。 

デイサービスからのお願い 

 

伊藤 早苗（いとう さなえ） 

 

日頃は、私どもクローバー・サービスの活動にご理解・ 

ご賛同いただきありがとうございます。 

 デイサービスでは現在、汚れ物を拭いたり、掃除に使う 

ウエス（使い捨ての布切れ）が不足しています。 

 家庭にある不要な布が、デイサービスの環境を奇麗に保 

つ大きな助けとなります。 

 使われていないシーツや、タオル、バスタオルなどあり 

ましたら、ご寄付のほどお願いいたします。 


